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 北海道コカ・コーラボトリング株式会社（本社：札幌市清田区 代表取締役社長：佐々木 康行）は、

共和町、及び北海道開発局小樽開発建設部との三者協働による電光掲示板付き自動販売機を活用した

情報提供事業「おしらせ道ねっと」を、2017年 4月 17日(月)より、共和町の「国道 5号国富チェーン着脱

場」にて運用開始いたします。 

 

この運用は、2006年に国土交通省北海道開発局と当社が、「災害に強い 

まちづくり」、「魅力あふれる北海道観光の形成」等の共通認識に立ち、「コミ 

ュニティの充実強化」「周辺地域相互との連携」「情報通信機能の整備」「競争 

力ある美しく個性的な北海道の実現」等に向けて協働することを目的とした 

協定に基づくものです。 

 

「おしらせ道ねっと」は、自治体、北海道開発局、および当社の三者協働により、電光掲示板付き災害対

応型自動販売機で情報を発信する取り組みを全道各地の道の駅等で展開していますが、あわせて、道路

利用者への安全・安心の提供や利便性の増進に加え、地域防災意識の向上、緊急時の防災拠点機能な

どをより一層高めることを目的に、高規格道路のパーキングエリアや国道の防災ステーション、パーキングシェル

ター、チェーン着脱場などに電光掲示板付き災害対応型自動販売機を設置する取り組みを自治体、北海

道開発局との協働で拡大しています。 

 

具体的な取り組み方法としては、「国道5号国富チェーン着脱場」に設置する当社の電光掲示板付き自

動販売機を通じて、情報を管理する共和町から、パソコンの遠隔操作により、「道路情報」「地域情報」「イ

ベント情報」等の情報を提供いたします。また、災害発生時には、共和町から同様の遠隔操作により、自動販

売機内の飲料を無料で提供いたします。 

 

本協定に関わる協定式を下記の通り実施しますのでお知らせいたします。 

・日 時 2017年4月17日(月）午後1時30分より 

・場 所 共和町役場 2階大会議室 （岩内郡共和町南幌似38-2） 

・出席者 共和町長  山本 栄二 様 

国土交通省 北海道開発局 小樽開発建設部長  倉内 公嘉 様 

当社 営業統括本部第二本部 地域連携担当部長  武藤 雅人 

 

電光掲示板付き自動販売機を活用した情報の提供 

「国道 5 号国富チェーン着脱場」における 

協働事業を開始 

―共和町、北海道開発局小樽開発建設部との協働事業― 



【ご参考】 

◆「おしらせ道ねっと」について 

（１）運用経緯 

この運用は、2007年に国土交通省北海道開発局と当社にて締結した包括協定に基づくものです。「災害に

強いまちづくり」「魅力あふれる北海道観光の形成」等の共通認識に立ち、「コミュニティの充実強化」「周辺地

域との相互連携」「情報通信機能の整備」「競争力ある美しく個性的な北海道の実現」などを目指しており、

今年で11年目を迎えます。 

（２）「おしらせ道ねっと」 運用箇所 

・北海道内の「道の駅」⇒117駅（小樽開発建設部管内13駅） 

・「おしらせ道ねっと」の運用⇒124箇所 ※2017年4月現在 

（３）「おしらせ道ねっと」 小樽開発建設部における、運用状況（15箇所） 

・赤井川町（道の駅 あかいがわ）   ・真狩村（道の駅 真狩フラワーセンター） 

・岩内町（道の駅 いわない）    ・余市町（道の駅 スペース・アップルよいち） 

・神恵内町（道の駅 オスコイ！かもえない） ・蘭越町（道の駅 シェルプラザ・港） 

・喜茂別町（道の駅 望羊中山）   ・蘭越町（道の駅 らんこし・ふるさとの丘） 

・黒松内町（道の駅 くろまつない）   ・留寿都村（道の駅 230ルスツ） 

・島牧村（道の駅 よってけ！島牧☆）   ・共和町（国道5号国富チェーン着脱場） 

・寿都町（道の駅 みなとま～れ寿都）   ・小樽開発建設部 

・ニセコ町（道の駅 ニセコビュープラザ） 

（４）電光掲示板付き自動販売機の特徴 

この自動販売機は、ＮＴＴドコモのＦＯＭＡを利用し、インターネット接続によるタイムリーな文字情報を表示

することが可能で、平常時は自治体からの情報発信、緊急時には災害情報を表示することができます。また、

災害時に遠隔操作によって無料で清涼飲料水を提供すること（フリーベンド）が可能です。 

 

◆「おしらせ道ねっと」の拡大について 

2015年以降、国道における新たな地域振興と地域防災力強化に向けた取り組みとして、高規格道路のパ

ーキングエリア（上浦幌町）、開源パーキングシェルター（豊富町）、猿払パーキングシェルター（猿払村）、

国道38号十勝清水防災ステーション（清水町）、及び国道236号豊似防災ステーション（広尾町）西大沼

チェーン着脱場（七飯町）における、電光掲示板付自動販売機を活用した、地域住民及び道路利用者の安

全・安心、利便性の確保並びに地域振興活動の充実に向けた自治体との3者協働事業を展開しています。 

 

当社は、｢北の大地とともに｣をスローガンに、責任ある企業市民として、北海道の魅力をさらに高める活動を、

継続的に実行してまいります。これからも、次世代を担う子どもたちに、将来の地球の姿を考える場を提供す

ることや、安全で安心な地域づくりを応援する取り組みを、地元企業として、事業活動を通して継続的に推進

してまいります。 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 広報･ＣＳＲ推進部 担当：竹内 

TEL 011-888-2091 


